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1――はじめに 

女性の社会進出とともに、多くの若年女性が月経に関連するトラブル、その他生殖器の疾患等の健

康課題を抱えながら就労している。こういった女性特有の疾患や症状は、人に相談をしにくいという

特性から、まずは、インターネット等で情報を収集することが一般的となっている。その際に重要と

なってくるのが、疾病や症状への関心や、インターネット上で正しい情報を収集するためのリテラシ

ーとされる。 

日本医療政策機構「働く女性の健康増進調査報告書 2018」には、女性のヘルスリテラシーが高い人

は低い人と比べて、自分が望む時期に妊娠・出産をしているとの報告がある。また、前稿「女性のヘ

ルスリテラシーと疾病不安、不妊症検査・受診の動向」では、20～34歳の子どもがいない女性におい

て、(1)女性のヘルスリテラシーが高いことと、女性特有の疾病をはじめとして、あらゆる疾病を身近

に感じることは正の相関にあること、(2)子どもがいない既婚女性で、不妊等の不安を感じたことがあ

っても、不妊症や不育症が身近に感じられていなかったり、リテラシーが不足していると、医療機関

の受診が遠のいている可能性があることを確認した。これらのことから、体調に不安がある場合の対

処においても、希望の時期に出産するためにも、疾病に関心を持つことやヘルスリテラシーの醸成が

重要であると考えられる。 

近年、女性特有の疾患や妊娠・出産、不妊症等の体験談をはじめ、疾病に関する話題がインターネ

ットや雑誌等にあふれている。しかし、リテラシーが不足している場合は、そういった多くの情報に

関心がなかったり、正しい情報を選べない可能性がある。そこで本稿では、妊娠や出産、不妊治療に

関する情報利用を例に、女性のヘルスリテラシーの高低による情報利用の違いを確認し、どういった

情報源で情報を提供するのが望ましいのか考えたい。利用したデータは、（株）ニッセイ基礎研究所が

2019年に実施した「女性の妊活に関する調査1」の個票データである。 

  

 
1   20～34歳の子どもがいない女性、および20～34歳の娘を持つ45～64歳の母親を対象とするインターネット調査。2019年３月実

施。サンプル数はそれぞれ6000、2000サンプル。 
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2――女性のヘルスリテラシー分布 

女性のヘルスリテラシーの測定には、河田らによる性成熟期女性のヘルスリテラシー尺度を使用し

た2。これは、21項目の疾病等に関する知識や行動についての質問項目に対する回答に対して１～４

点を配点し、その合計点（21～84点）をリテ

ラシー得点とするものである。 

本稿においては、妊娠や出産、不妊治療に

関する情報利用について分析をするため、20

～34歳の女性のうち、子どもを持つことを考

えている 4,419人を対象に分析を行った3。対

象者の得点の分布は図表１のとおりである。

本稿では、得点に応じて、概ね同じ人数にな

るように対象者を４つのグループ（「高」「や

や高」「やや低」「低」）に分類した。 

リテラシーを測定するための質問やリテラ

シーの高低による特徴は「女性のヘルスリテ

ラシーと疾病不安、不妊症検査・受診の動向」

をご参照いただきたい。 

 

3――リテラシー別の妊娠や出産、不妊治療に

関する情報源 

1｜若年女性が利用する情報源 

～「インターネット上のサイト」が最多。「情

報に接することはない」も多い。 

妊娠や出産、不妊治療に関する情報入手先

を尋ねたところ、子どもを持つことを考えて

いる 20～34歳の女性全体では、「インターネ

ット上のサイト」が 38.3％で突出して高く、

次いで「友人・知人の話（22.7％）」「テレビ

CM・新聞・雑誌広告（22.6％）」「テレビ番組

（21.6％）」「女性誌・ファッション誌（19.0％）」

と続いた。 

一方、「情報に接することはない」も 22.4％

と高かった。 

 
2  河田らによる性成熟期（20～30歳代の妊娠・出産期）にある女性の女性特有の疾患の予防、早期発見と治療を目的として開発さ

れた「女性のヘルスリテラシー 」尺度を使った（河田 志帆他「性成熟期女性のヘルスリテラシー尺度の開発 女性労働者を対象

とした信頼性・妥当性の検討」日本公衆衛生雑誌2014年 第61巻第4号） 
3  理想とするライフコースが「両立」「再就職」「結婚・出産退職」である人を分析対象。「シングル」「DINKS」「その他」である人を分析

から除外した。 

図表２ 妊娠や出産、不妊治療に関する情報源 

（複数回答,N=4,419） 

 
（*1） 医師や看護師などの専門職を除く 

（*2） 友人・知人、家族・親戚を含む 
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図表１ 20～34歳女性のヘルスリテラシー得点分布 
 

 
（出典）ニッセイ基礎研究所2019年「女性の妊活に関する調査」 
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2｜女性のヘルスリテラシー「高」はあらゆる情報を活用 

続いて、これらの情

報源を因子分析によっ

て、５つの因子に集約

した（図表３）。それぞ

れの因子を構成する主

な情報源を参考に、順

に「友人・家族」「雑

誌類」「テレビ・新聞」

「自治体・職場」「医

療機関」と呼ぶことに

する。 

女性のヘルスリテラ

シー得点で分類した４

つのグループ別に因子

得点の平均を示したの

が図表４である。リテ

ラシーが高いほどいずれの得点も高く、あ

らゆる情報の利用が活発であることが確認

できる。 

因子別の特徴をみると、「医療機関」は、

リテラシー「高」で特に高い。「友人・家族」

は、「低」が特に低い。「テレビ・新聞」は、

「高」から「やや低」まで大きな差はなく、

「低」のみ低い。一方、「自治体・職場」は、

リテラシー「低」で他の因子と比べて相対

的に高く、「高」から「低」までの差が小さ

い。 

前稿で、不妊について不安に感じた場合

に、リテラシーが高い人で医療機関での検

査・治療経験が高かったことから、リテラシーが高いほど医療機関での情報を得ていると考えられる。 

また、「友人・家族」で、リテラシー「高」と「低」の差が比較的大きかったことについて、参考の

ため、母親世代4に健康について抱えている悩みや不安について、娘と話をすることがあるかを尋ねた

結果をみた。「悩みや不安の話をすることはない」と回答した割合は、母親のリテラシー「高」で 12.1％

であるのに対し、「やや高」では 13.5％、「やや低」では 14.7％、「低」では 26.7％と、リテラシーが

 
4  20～34歳の娘を持つ女性。母親世代の年齢は45～64歳だった。今回分析対象の20～34歳の女性の母親ではない。 

図表３ 妊娠や出産、不妊治療に関する情報源に対する因子分析の結果 

 
（*1） 医師や看護師などの専門職を除く、（*2） 友人・知人、家族・親戚を含む 

（注１）最尤法、バリマックス回転 

（注２）0.4以上をピンク、0.3以上0.4未満を青で網掛け 

友人・家族 雑誌類 テレビ・新聞 自治体・職場 医療機関

友人・知人の話（*1） 0.664 0.023 0.089 0.063 -0.024

家族（配偶者を除く）・親戚の話（*1） 0.608 0.034 0.072 0.096 0.092

インターネット上のサイト 0.328 0.155 0.075 -0.106 0.086

健康専門誌 0.051 0.537 0.131 0.182 0.027

女性誌・ファッション誌 0.170 0.419 0.247 0.026 0.013

妊娠や出産に関する専門誌 0.165 0.389 0.036 0.155 0.219

書籍 0.100 0.313 0.086 0.152 0.162

テレビＣＭ・新聞・雑誌広告 0.068 0.101 0.540 0.039 0.052

テレビ番組 0.187 0.096 0.492 -0.013 0.059

新聞の折込広告やチラシ、フリーペーパー、フリーマガジン -0.002 0.073 0.379 0.247 0.011

新聞・雑誌記事（総合雑誌） 0.052 0.247 0.345 0.267 0.009

自治体や保健所などによる公報誌やセミナー 0.021 0.088 0.030 0.461 0.169

職場での配布物や職場で開催されるセミナー 0.001 0.032 0.029 0.396 0.102

健保組合の冊子 0.042 0.127 0.082 0.335 0.098

病院など医療機関の掲示物 0.161 0.197 0.114 0.153 0.545

医師や看護師など医療従事者の話（*2） 0.221 0.075 0.016 0.179 0.534

配偶者の話 0.287 0.037 0.003 0.085 0.147

健康関連のスマホアプリ 0.232 0.186 0.037 0.025 0.104

ＳＮＳやツイッターなど 0.194 0.079 0.049 0.019 0.042

メールマガジン 0.047 0.044 0.038 0.231 -0.022

固有値 3.22 1.57 1.40 1.15 1.11

累積寄与率 16.1 24.0 31.0 36.7 42.3

図表４ リテラシーグループ別因子得点 
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高い母親ほど、自分の健康について抱えている悩みや不安について娘と話していた。女性特有の症状

等についても「生理前や生理中の不調」については「高」の母親が 15.0％娘と話をしているのに対し、

「低」では４.2％とあまり話をしていない。「更年期障害」についても、「高」の母親が 19.2％娘と話

をしているのに対し、「低」では 13.6％と低かった。家庭内での体調に関する話の有無も、娘世代の

関心の高さやリテラシーに影響する可能性がある。 

 

4――リテラシー「低」の情報収集力や症状を説明する力はとても低い 

今回利用した、女性のヘルスリテラシー尺度を測る 21項目の質問のうち、９項目は、「女性の健康

情報の選択と実践」に関する項目である。それぞれ「あてはまる」「まああてはまる」の割合は、図表

５のとおりとなった。この９項目は、リテラシー判定に使う質問項目であるため、リテラシー「高」

が高く、「低」が低いのは当然のことであるが、その差は大きい。また、リテラシー「低」は、「やや

低」と比べても大幅に低く、インターネットや雑誌などで紹介されている情報が正しいか検討できる

割合、心配ごとを医療従事者に相談できる割合は１割にも満たなかった。 

 

図表５ リテラシー別「女性の健康情報の選択と実践」に関する「あてはまる」「まああてはまる」の割合 

 
（注）全体と比べて 20 ポイント以上高い数値をピンク、20 ポイント以上低い数値を青で網掛け 

 

 

5――おわりに 

本稿では、子どもを持つ意向のある 20～34歳の女性の、妊娠や出産、不妊治療に関する情報の入手

先を、女性のヘルスリテラシー別に分析した。女性のヘルスリテラシーが高い人では、あらゆる情報

を利用し、それを理解しているようであるのに対し、リテラシーが低い人では、情報利用は活発でな

い上、情報があっても、理解度は低いと考えられた。 

情報源別にみると、テレビや新聞等の媒体は、リテラシーが「高」～「やや低」まで同様に利用し

ていたが、「低」のみ、利用が少なかった。また、友人や家族の話は、リテラシーが「低」では特に利

用されていなかった。一方、自治体や職場における冊子や公報誌、セミナーの利用状況は、リテラシ

ーの高低による差が小さい傾向があったが、これらの情報は図表１によると、そもそも妊娠や出産、
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全体 4,419 52.6 51.8 46.2 64.4 55.8 60.5 69.0 60.9 65.5 (%)

高 1,204 86.5 86.2 76.2 94.8 89.8 92.5 97.2 95.3 95.8

やや高 1,142 68.2 68.4 57.1 84.6 73.5 78.7 89.0 81.3 86.1

やや低 1,060 39.8 36.4 33.7 54.8 41.8 51.2 64.0 48.3 59.1

低 1,013 8.0 8.2 11.4 15.6 10.2 11.5 18.3 10.4 12.8
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不妊治療の情報源としての利用が低かった。 

テレビや新聞等のマス媒体や、友人・家族、インターネットによる情報、雑誌類でリテラシーの高

低による差があった。これらの媒体による情報は、内容が正確なものか、自分に合ったものか判断を

必要とする場合があるため、ある程度関心が高く、知識もある人にとっては、より多くの情報を得る

ことができる一方で、自ら情報を得られなかったり、判断にとまどう人にとっては活用するのが難し

い可能性がある。 

それに対して、医療機関や自治体・職場における冊子等は、正確かどうかの判断は必要ない場合が

多いと考えられ、リテラシーが不足していても比較的使いやすと思われる。また、現在、自治体や職

場における冊子等は、情報源としてあまり利用されていないが、これらの媒体は、地域の特性や自社

の状況・従業員の年齢層等をふまえた情報を取り扱うことができるうえ、利用状況にリテラシーの高

低による差が小さい。こういった媒体を、疾病に対する関心やリテラシーが低い人も対象とした情報

提供の場としてこれまで以上に活用することが考えられるのではないだろうか。 

 

 

 


